
新型コロナウイルス 10 代の感染者急増 

  現在、新型コロナウイルスの感染状況は「第５波」といわれるように、７月

下旬から急激に新規感染者が増え、本県では８月２日から緊急事態宣言の措置

区域になっています。特に、感染力の強いデルタ株が広がり、いままで「感染

しにくい」、「重症化の可能性は低い」とされてきた若者の感染者が急増し、重

症化するケースも出てきています。 

  「第 5 波」の 10 代の感染状況は、「第３波」の時(３月上旬～４月上旬)と比

較すると、各都道府県で４～５倍に感染者が増えています。学校が始まる８月

下旬から、県内の横浜市、川崎市、相模原市、大和市などの教育委員会が小中

学校を８月末まで夏休みを延長し、学校開始の時期を遅らせる対応を発表し

ました。 

このようななか、本県では 26 日、新型コロナウイルスの対策本部会議を開

き、県立高校について 9 月１日から緊急事態宣言の期限である９月 12 日まで、

１・2 年生は週１日の登校、３年生は週２日の登校を基本とする分散登校を実

施すると教育委員会が決定しました。また、県立学校に分散登校の実施に当た

り、登校する生徒については、朝の時差通学を徹底するとともに、下校時の混

雑回避を図るため、授業については短縮授業とし、本校では 40 分×６コマで

の授業を実施していきます。登校しない日についてはオンラインの活用や課題

等により、学びを継続します。 

部活動については、原則中止とします。 ただし、公式大会への参加は可と

し、県内の大会等への参加については、大会等の開催状況、感染症対策等を確

認の上、校長の判断の下、その可否を決定します。 全国大会、関東大会等に

ついては、今後、開催の有無を確認しながら、別途、校長は県教育委員会と協

議の上、参加の可否を決定します。 大会等の 14 日前以降については、校長

の判断により競技実施における怪我防止等の視点から必要な活動を認めます。

その際も、平日の下校時刻は遅くとも 17 時 とし、感染防止対策を徹底しま

す。 熱中症は命に関わる危険があることを踏まえ、熱中症への対応を優先し、

身体的距離を確保する等の感染防止対策を講じた上でマスクは外します。  

学校行事等について 

① 修学旅行等の宿泊を伴う行事は、長時間の移動、集団での宿泊による 感染 

リスクがあることから、延期又は中止とします。 校外活動は延期又は中止と

します。 
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② 文化祭・体育祭等については、延期又は中止とします。  

③ 学校説明会等については、各学校で開催する学校説明会等は、原則として 

延期します。 

現在の「第５波」では、新規感染者の感染経路を特定できないケースが多く 

なっています。そのために予防対策が難しくなってきています。国立国際医療

研究センターの報告によると、経路が特定できない感染者に聞き取りを行った

結果、飲食など感染リスクの高い行動が見られたそうです。乗船、長距離バス、

スポーツジム、クラブ、立食パーティー、カラオケなど換気が良好ではなく、

密閉された場所にいたことがわかっています。 

 また、「第５波」では、自宅療養者が増え、家庭内感染も増えています。家族

全員が感染してしまうケースもあり、都内では家庭内感染で母親が死亡した事

例まで起こっています。自宅療養で感染者(感染が疑われている者も含む)がい

るときの家庭内の注意事項について、厚生労働省のホームページ(日本環境感

染学会のとりまとめ)に記されています。それによると、次の８点が記されて

います。 

1.感染者と他の同居者の部屋を可能な限り分ける(換気に心がける) 

2.感染者の世話をする人は、できるだけ限られた方（１人が望ましい）にする 

3.できるだけ全員がマスクを使用する 

4.小まめにうがい・手洗いをする 

5.日中はできるだけ換気をする 

6.取っ手、ノブなどの共用する部分を消毒する 

7.汚れたリネン、衣服を洗濯する 

8.ゴミは密閉して捨てる 

 感染者の行動を制限し、トイレやお風呂などの共有スペースの利用を必要最

小限にし、食事や寝るときも別にします。おかず等も事前に小分けしておきま

す。感染者の世話をする人を可能なかぎり限られた人にしますが、心臓、肺、

腎臓に持病のある人や、糖尿病の人、妊婦等は避けるようにと記されています。 

 さらに、家庭内感染を広げないために、タオルや食器、箸、スプーン等を共

用せず、お皿やコップ、スプーンを使い捨ての容器を利用するのも感染防止に

なると思います。 

 トイレ、洗面所、お風呂、キッチン等の共用するスペースのドアの取っ手や

ノブにウイルスが付着する可能性がありますので、こまめに消毒液やアルコー

ルで拭きます。 

 家庭内感染を防ぐには、ウイルスを家に持ち込まないことです。帰宅したら

必ず手洗い、うがいをしてください。また、外で使用したパソコン、スマート

フォン等は除菌シートで拭くことを勧めます。 


